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論文審査の結果の要旨 

 本論文は、テロ組織のリーダーを排除する戦略（Decapitation strategy）を、殺害および拘束の両面から検討し、

その直接効果だけではなく、他の類似組織に対する間接的な波及効果を計量分析によって明らかにしたものである。

手法的には、空間計量モデル（環境犯罪学の地理的プロファイリング（geo-profiling）を正距方位図法などを用いて

行っている）により行っている。この種の手法を正確かつ厳密に活用できる研究者は世界的にもごく少数しかいない

点、独自に各種のデータセットを構築した点、さらには新たに間接的な効果を計量的に分析している点で、極めて優

れたものと考えられる。対テロ作戦におけるDecapitation戦略の効果については、これまで主として事例研究をもと

に議論されてきたが、論者によってかなり異なる結論に至っている。本論文は、空間計量モデルという手法を用いた

これまでにない分析により、数量的に説得力があり納得できる結論を得ている。 

 論文の概要は以下のとおりである。第一章では、問題提示と先行研究の考察を行っている。まずはDecapitation戦

略がいかなる効果をもつかという問題提示を行い、先行研究が「抑止」「破壊」「バックラッシュ」と大きく異なる

結論を出していることを論じている。異なる結論に至るのは、そもそも何をもって「成功」とするかの基準が異なっ

たり、議論が取り上げた具体的な事例に影響を受けたりするためである。またサンプルの抽出法や推論の方法にもバ

イアスが入り込む余地があったと考察した。 

 第二章では、本論文で用いるDecapitationの波及効果を説明する2つのモデルを詳細に論じている。それは「組織間

関係」モデルと「抑止」モデルであり、これらのモデルを基礎に以下の4つの仮説を設定した。すなわち、Decapitation

は(1)地理的に近接するテロ組織の活動を減じる、 (2)提携関係にあるテロ組織の活動を減じる、(3) 提携関係にある

地理的に近接するテロ組織の活動を減じる、(4)エスノナショナリズム的ないしは宗教的目的に基づくテロ組織は提携

関係にある組織の受ける打撃の影響を受けにくい、である。 

 第三章では、仮説の検証を行っている。メリーランド大学国際テロリズム研究所のGlobal Terrorism Dataset (GTD)

を用いて、テロ組織の活動拠点を特定した新しいデータセットを構築した。その際、環境犯罪学の知見に加え、地理

情報システム（GIS）を応用し、居住空間を中心に標的を選定すると仮定し、人口密度、貧困指標、地理的特徴、政治

体制などを用いて活動拠点の特定をしている。本研究においては、テロ組織間の相互依存関係を考慮に入れた影響評

価を行うために、空間ラグ説明変数モデル（Spatial Lagged Explanatory Mode: SLX）を「差の差」検定（Difference 

-in-Differences）に応用し、影響評価において重要な仮定であったSUTVA (Stable Unit-Treatment-Value Assumption 

or No Spillover Assumption) の仮定を緩めて推定を行っている。 

 第四章は、結果の考察および政策的インプリケーションへ言及している。標的となったテロ組織はDecapitationに

よってむしろ活動を活発化させることを示しており、その活動の増加率は殺害の場合63%、拘束の場合89%にもなる。

一方、リーダーの標的殺害は近接する組織や提携関係にある組織の活動を全体として65%減じ、提携関係にある組織に

絞ると90%も減じることが明らかとなった。したがってDecapitation strategyは標的とした組織に対しては一時的と

は言え逆効果(バックラッシュ)であるが、近接する組織や提携関係にある組織については抑止効果をもつと結論でき

る。すなわち、仮説は妥当であるといえる。政策的には、これまでのような直接的な影響だけではなく、影響力の大

きい間接的側面への配慮が必要との意味を持つ。 

 本研究は、冒頭で言及したように、これまで明確な結論が出ていない論争に対して、計量分析によってより確実で

納得のいく結論を得ることに成功したものであり、明確なモデルを使った分析枠組の構築、独自のデータセットの構

築など新規性をもつ手法も用いている。そのため、非常にすぐれた論文であると評価のもとに、審査委員は一致して

国際公共政策博士の称号を付与することができると判断した。 


